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授業で学ぶ 行事で学ぶ 集団として高め合う 
 大変さわやかな気候が続き、休み時間の中庭では、低学年、高学年が入り混じって、様々な遊び
を楽しむ姿が見られます。いよいよ夏へと季節が移り変わる６月を迎えました。運動場下斜面のさ
つきの花が「たかの小」の文字を美しく彩り、登校する子どもたちを迎えています。 
 ５月には「１年生を迎える会」、「なかよし遠足」、「新体力テスト」、「交通安全・自転車教室」等
の行事があり、子どもたちは一つ一つの行事を仲間とともに意欲的に活動することができました。 
 「１年生を迎える会」では、入学して１か月も経たない１年生の子どもたちが全校児童の前で、 
自分の名前や好きなことなどをしっかりとした声で、堂々と伝えることができました。聞いている
子どもたちも温かく見守り、受け止め、大きな拍手を贈っていました。新しく１年生を迎え全校児
童の気持ちが一つになった瞬間でした。「なかよし遠足」は、青空の下、高学年が低学年を気にか
け、導き、優しく声をかけている姿が随所に見られました。低学年の子どもたちも、高学年の声か
けに応え、頑張って歩こうという気持ちが表れていました。舞鶴公園では、６年生が事前に考えて
きた活動をなかよし班で楽しんだり、自然を発見したり、おいしくお弁 
当を食べたりと、教室では見られない子どもたちのまた違った表情があ 
ちらこちらで見られました。 
修学旅行の１日目は、法隆寺、奈良公園、東大寺、薬師寺と歴史の重 

みや古都奈良の魅力など、いにしえの世界に浸る一日となりました。新 
緑の木々や若草山、道々の鹿など、心を和ませる演出が至る所にありま 
した。２日目、海遊館では水中の生き物の魅力や神秘的な姿を味わい 
ました。USJでは、グループで相談しながら、それぞれのアトラクショ 
ンを楽しみました。２日間天候にも恵まれ、友達とともによりよい修学 
旅行にしようと自分たちで決めたルールの中で思い切り楽しんでいる姿 
が見られました。保護者の皆様のご協力をはじめ、旅行にかかわってく 
ださった多くの方々のご協力・ご尽力により実施できましたことに心よ 
り感謝申しあげます。そして子どもたちが元気に、無事に行くことがで 
きたことを嬉しく思っております。 
また４、５、６年生は「京都府学力・学習状況調査～学びのパスポー 

ト～」を実施しました。タブレットを使っての学力調査は初めてで、子 
どもたちは緊張しながらも一生懸命問題を解いていました。この調査の 
分析を丁寧に行い、今後の学習や教育活動によりよい形で活かしていきます。 
 ５月は日常の学習の他に、前述のとおり多くの行事がありました。日々の学習や行事で学び合っ
たり、様々な活動を通して集団としての高まりを見せたりと充実した月となりました。 
６月には、社会見学や校区探検、学年行事、舞鶴市小学生陸上競技大会に向けた練習（６年生）

などを予定しています。またプールでの学習も始まります。子どもたち自身が多くの学びや高まり
が体感できるよう日々の取組や活動の充実を図ってまいります。また体育の授業や休み時間におけ
る体を動かす遊び、登下校や外での活動など、熱中症のリスクが高まる時期でもあります。子ども
たちの安心・安全を第一に考え、熱中症予防にも留意し、学習や様々な取組を進めていきます。保
護者の皆様、地域の皆様には、学校教育推進へのご理解・ご協力をいただきますようお願い申しあ
げます。 

一人一人が大切にされ、安心して過ごせる学校を目指して 
６月５日には、一人一人が大切にされているか、みんなが安心できる学校にするにはどうしたら

よいのかなどについて全校で考える時間を持ちます。この集会を皮切りにし、６月をいじめ対策強
化月間とし、いじめアンケート、担任との面談、いじめにかかわる学習などを実施します。いじめ
アンケートには嫌だったことや悲しかったこと、学級の中で気が付いていることなどを書いたり、
また人に嫌なことをしてしまった人は、しっかりと自分の行動を振り返ったりと、これからの自分
の行動につなげていくことができるように取組を進めます。自分がこの言葉を言ったり、行動をし
たりすることで、相手がどう感じるのか。また自分がどんな言葉を使ったり、行動をしたりすると
相手が気持ちよく過ごせるのかなどについても学級で学習をします。この月間で、いじめや人を傷
つける行動に対して「おかしい。」と気付く力、いじめを無くすために仲間とともに行動できる力
をはぐくみたいと考えています。 

校長 材木 敏志  教職員一同 

 

 

                                         

世界遺産の法隆寺 

東大寺大佛殿 


